
 

 

 

 



 



① ② ③

4 〇

〇

〇

〇

5

6 Where is the Post Office? 〇

〇具体的に説明を加えるための表現を習得している。

Lesson 4 Wonderful World

スピーチ

希望・願望を表したり提案するための表現を習得している。

Lesson 2 Space Travel 宇宙で体験したいことのアイデアを募集することができる。

番号 科目名 単位数 学年 学科(系列・類型) 必修・選択

知識・技能 話したり書いたりするために必要な語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めている。

系列選択C

履修条件、選択上の留意事項等

総合学科で１年次に「論理・表現Ⅰ」を習得していること。

科目の目標

一定の支援を活用すれば、日常的な話題や社会的な話題について、論理の構成や展開を工夫しながら、

1. ディベートやディスカッションなどの活動を通して、情報や考え、気持ちなどを伝え合ったり、交渉したりすることができる。

2. スピーチやプレゼンテーションなどの活動を通して、情報や考え、意見や主張などを詳しく説明することができる。

3. 聞いたり読んだりしたことを活用しながら、多様な語句や文を用いて、複数の段落から成る文章で詳しく書くことができる。

評価の観点とその趣旨

①

論理・表現Ⅱ 2 2 総合学科

② 思考･判断･表現 目的や場面、状況に応じて、相手の意図を的確に把握し、適切に表現したり伝えたりしている。

③
主体的に学習に取

り組む態度
主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養い、自律的に外国語学習に取り組んでいる。

評価の方法

定期テスト、パフォーマンステスト、授業への取り組み状況、自己評価の記述内容、課題や提出物の状況

学習計画

月
単元

（項目）

題材

（使用教科書項目）
単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標

評価の観点

Lesson 1 Guess Who? 人物やキャラクターを描写することができる。

質問したり、描写したりするための表現を習得している。

特徴が伝わるように、 紹介したい「人物やキャラクター」につい

て書いて理由とともに詳しく伝えようとしている。

世界のおすすめスポットを紹介するポスターを作ることができる。

「世界のおすすめスポット」を紹介するために、構成や展開を工夫

して、効果的に書いて伝えようとしている。

「日常的な話題」や「社会的な話題」について、自分の考えや気持

ち、情報や特徴などを、論理の構成や展開を工夫して理由とともに

詳しく話して伝えている。

「日常的な話題」や「社会的な話題」について、自分の考えや気持

ち、情報や特徴などを、論理の構成や展開を工夫して、複数の段落

を用いて詳しく書いて伝えている。

ライティング

英語で道案内することができる。Lesson 3

〇

〇
「宇宙で体験してみたいアイデア」に募集するために、段落を用い

て詳しく書いて伝えようとしている。

 道案内をするために、「道順」や「目印」などについて情報や特

徴を伝え合おうとしている。

場所・行き方を尋ねたり、位置・方向を示すための表現を習得して

いる。
〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇

〇 〇 〇



① ② ③

9 〇

〇

〇

〇

10

11 〇

〇

〇

〇

12

1 〇

〇

〇

〇

2

社会問題と解決策について自分の考えを紹介している。Lesson 10

紹介したい「バイオミミクリー」についての文を基に、自分の考え

や情報などを、展開を工夫して伝えようとしている。

「ルームメイト」募集広告を書くために、情報や特徴を論理の構成

や展開を工夫して書いて伝えようとしている。

「日常的な話題」や「社会的な話題」について、「ディスカッショ

ン」に必要な表現を用いながら、基本的な流れに沿って、自分の考

えや情報などを、話して伝え合っている。

ディスカッション

名称を表したり、理由を述べるための表現を習得している。

Lesson 9 Ideas from Nature バイオミミクリーについてプレゼンすることができる。

Enjoy Japanese Foods 和食のレシピを紹介することができる。Lesson 7

ディベート 「日常的な話題」について、ディベートの基本的な流れに沿って、

賛成や反対の立場に立った場合の意見や主張に対して、論理の構成

や展開を工夫して、話して伝え合っている。

Lesson 5 Job Search 面接で自分をアピールすることができる。

図表を説明したり、勧めたりする表現を習得している。

誘ったり能力を表したりするための表現を習得している。

Lesson 6 New-type Robots! ロボットコンテストに応募することができる。

プレゼンテーション 「日常的な話題」や「社会的な話題」について、自分の考えや気持

ち、情報や特徴などを、論理の構成や展開を工夫して、詳しく話し

て伝えている。

出典・引用を示すための表現を習得している。

「SDGs」について、自分の考えや情報などを論理の構成や展開を工

夫して、複数の段落を用いて伝えようとしている。

数量を表したり、順序・経過を表す表現を習得している。

外国人に紹介したい「和食」についてまとめた文を基に、論理の構

成や展開を工夫して詳しく伝えようとしている。

Lesson 8 ルームメイト募集の広告を書くことができる。

部屋の配置を表したり対比する表現について習得している。

評価の観点
月

単元

（項目）

題材

（使用教科書項目）
単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標

「職業」などについて、自分の考えや情報などを、論理の構成や展

開を工夫して、話して伝え合おうとしている。

「ロボットコンテスト」に出展するために、製品の能力などを、論

理の構成や展開を工夫して伝えようとしている。
〇

〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

Looking for an Apartment

Let's talk about SDGs!

〇

〇

〇

〇 〇 〇

〇



① ② ③

4 ○ ○

5

6

○

7

番号 科目名 単位数 学年 学科(系列・類型) 必修・選択

履修条件、選択上の留意事項等

数学Ⅱを履修していること

科目の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)　数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，数学と社会生活の関わりについて認識を

深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2)　離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分布や標本分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測し

判断したり，標本調査の方法や結果を批判的に考察したりする力，日常の事象や社会の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程

や結果を振り返って考察したりする力を養う。

(3)　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の

過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

評価の観点とその趣旨

① 知識・技能
数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，数学と社会生活の関

わりについて認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を

身に付けるようにする。

222 数学Ｂ 2 2 総合学科 系列選択Ｃ

評価の方法

定期テスト、ワークシート、課題などの提出物への取組状況、授業への取組状況　など

学習計画

月
単元

（項目）

題材

（使用教科書項目）
単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標

評価の観点

② 思考･判断･表現
離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分布や標本分布の性質に着目し，母

集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結果を批判的に考察したりする力，日常の事象や社会の事

象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする力を養う。

③
主体的に学習に取

り組む態度

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとす

る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を

養う。

等比数列

等差数列の和

等差数列

等差数列と等比数列 数列と一般項 数列についての基本的な用語の意味を理解する。

階差数列

いろいろな数列 和の記号Σ

等比数列の和

数学的帰納法

漸化式

いろいろな数列の和 いろいろな数列の和や，群数列について考察することができる。

漸化式と数学的帰納

法

等差数列について理解し，一般項や和を求めることができる。

等比数列について理解し，一般項や和を求めることができる。

和の記号Σについて理解し，一般項が3次以下の多項式で表される数

列の和を求めることができる。

階差数列について理解する。また，数列の和と一般項の関係につい

て理解し，一般項を求めることができる。

漸化式について理解し，さまざまな事象の考察に応用することがで

きる。

数学的帰納法について理解し，数学的帰納法を用いてさまざまな命

題を証明することができる。

○ ○

○

○○

○ ○

○ ○

○ ○



① ② ③

9

10

11

12

1 ○

2

確率変数，確率分布の意味を理解し，確率分布を求めることができ

る。

月
単元

（項目）

題材

（使用教科書項目）
単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標

評価の観点

確率分布 確率変数と確率分布

二項分布の特徴を理解し，二項分布に従う確率変数Xが条件をみたす

確率や，Xの平均，分散を求めることができる。

二項分布

確率変数の和の平均，および独立な確率変換の積の平均や和の分散

を求めることができる。

確率変数の和と積

確率変数の平均と分散，標準偏差の意味を理解する。また，確率変

数XとaX＋bにおけるそれらの値の関係について理解し，求めること

ができる。

確率変数の期待値と分散

母集団分布と標本分布の関係，および標本平均の分布の特徴につい

て理解し，標本平均の平均と標準偏差や，標本平均が条件を満たす

確率を求めることができる。

標本平均の分布

統計的な推測 母集団と標本 母集団の平均，分散，標準偏差を求めることができる。

連続分布，正規分布について理解し，正規分布に従う確率変数が条

件を満たす確率を求めることができる。また，正規分布に近似する

ことで二項分布について考察することができる。

正規分布

得られた標本から母集団に関する主張が妥当かどうかを判断する方

法として，正規分布を利用した仮説検定考え方を理解し，母平均お

よび母比率に関する主張について仮説検定することができる。

仮説検定

得られた標本から母集団の特徴を表す値を推測する方法として，正

規分布を利用した信頼区間の考え方を理解し，母平均および母比率

を推定することができる。

推定

○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○

○ ○

○



① ② ③

4 ○

5 ○

6

○

7 ○

○

○

9 ○

○

10

○

11 ○

12

○

1

2

健康・安全を確保し、主体的に取り組んでいる。

基礎的、基本的な運動ケアの技能を理解し、運動プログラムを設計する

ことができる。

基礎的、基本的な体の使い方を通して、設計された運動プログラムを実

践することができる。

運動実践計画

運動プログラムの設計及び実践について課題解決に向けての話し合いや

意見交換などの学習活動に主体的に取り組んでいる。

運動プログラムの設計及び実

践

健康維持増進運動 用いられる技術のポイントについて理解することができる。

健康・安全を確保し、主体的に取り組んでいる。

球技,ウォーキング,エアロビ

クス

基礎的、基本的な体の使い方で、動きを表現することができる。

福祉と運動 高齢者,障がい者向けの運動 各運動における福祉との関連性を理解することができる。

基礎的、基本的な体の使い方をすることができる。

健康・安全を確保し、主体的に取り組んでいる。

人体のしくみについて理解している。体のつくりと働き人体のしくみ

運動ケア 基礎的、基本的な運動ケアの技能を理解し、実践することができる。

人体のしくみについて課題を発見し、解決方法を関連付けて考え、適切

な方法を選択し、それらを説明することができる。

人体のしくみについて、課題解決に向けての話し合いや意見交換などの

学習活動に主体的に取り組んでいる。

科目の目標

基礎的、基本的な運動の理論、実践を通して、個人の体力並びに人体のしくみを理解し、自己と他者の身体活動の推進及び体力の向上に生

かす資質・能力を育成することを目指す。

(1)基礎的、基本的な運動の理論、実践を通して、体力が向上するようにする。。

(2)自己や他者の課題を発見し、課題の解決に向けて思考し判断するとともに、他者の体力向上を促す力を養う。

(3)将来の身体活動の推進に向けて、健康・安全を確保し、主体的に取り組む態度を養う。

評価の観点とその趣旨

評価の方法

・運動の知識・技能の点検、確認、分析（ペーパーテスト、スキルテスト、学習プリント 等）

・記述の点検、確認、分析（学習プリント・グループワーク 等）

・行動の観察、確認（グループ活動の姿勢、安全性の確保、授業への取組状況 等）

履修条件、選択上の留意事項等

学年

2

③

②

①

主体的に学習に取

り組む態度

思考･判断･表現

知識・技能

健康・安全に留意して、主体的に取り組もうとしている。

運動の理論、実践を通し、自己や仲間の課題を発見し、解決に向けて思考し、判断する力を身に付ける。

基礎的、基本的な運動の理論と人体のしくみについて理解している。

自己の体力を向上している。

福祉、看護、保育、体育系の進学を目指している生徒を対象とする。

定員は20名程度とし、多い場合は調整する。

系列選択C

番号 単位数 必修・選択

223 2生活と運動

科目名

総合学科

学科(系列・類型)

体ほぐし運動 マット運動 用いられる技術のポイントを理解することができる。

自己や仲間の実践を観察し、それぞれの課題を発見し、改善すべきポイ

ントを仲間に伝えている。

ストレッチ,マッサージ,テー

ピング

学習計画

月
評価の観点単元

（項目）

題材

（使用教科書項目）
単元や題材など内容のまとまりごとの学習目標

○

○

自己や仲間の実践を観察し、それぞれの課題を発見し、改善すべきポイ

ントを仲間に伝えている。

健康・安全を確保し、主体的に取り組んでいる。

○

○

自己や仲間の実践を観察し、それぞれの課題を発見し、改善すべきポイ

ントを仲間に伝えている。
○

基礎的、基本的な体の使い方を通して、安定した動きができる。

自己や仲間の実践を観察し、それぞれの課題を発見し、改善すべきポイ

ントを仲間に伝えている。

○

○

○

運動プログラムの設計及び実践について課題を発見し、解決方法を関連

付けて考え、適切な方法を選択し、それらを説明することができる。

○

○

○



Ⅽ




